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第

６
回
町
会
長
会
議
を
開
催

令
和
５
年
２
月
２５
日
（
土
）
、
浜
野
会
館
に
お
い

て
、
令
和
４
年
度
最
後
の

「
第
６
回
町
会
長
会
議
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
左
記
の
議
案
に
つ
い
て
審
議

し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
　
題

Ｉ
、
２
０
２
２
年
度
の

「
功
労
表
彰
者
の
推
薦
」

に
つ
い
て

Ⅱ
、
２
０
２
３
年
度
、
各
町
会
役
員
及
び
他
組
織

役
員
の
選
出
と
、
役
員
名
簿
等
の
提
出
に
つ
い
て

Ⅲ
、
２
０
２
３
年
度

「
浜
野
町
内
会
定
期
総
会
」

の
開
催
に
つ
い
て

Ⅳ
、
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
の
募
集
」

に
つ
い
て

Ｖ
、
報
告

・
連
絡
並
び
に
、
ご
意
見

。
ご
要
望
タ

イ
ム

ー
、
２
０
２
２
年
度

「
功
労
表
彰
者
の
推
薦
」
に

つ
い
て

（
総
務
部
）

２
０
２
２
年
度
に
、
町
内
会
会
員
で
顕
著
な
功

績
や
貢
献
ま
た
は
会
員

の
模
範
と
な
る
方
を
、

「浜
野
町
内
会
表
彰
内
規
」
に
基
づ
き
町
内
会
と

し
て
表
彰
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
会
長
は
、
表
彰
者
候
補
に
つ
い
て
、
推
薦
内

申
書
を
各
区
長
宛
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
役
員
会
議
に
お
い
て
表
彰
内
規
に
基

づ
き
審
議

・
決
定
し
た
上
で
、
連
絡
致
し
ま
す
。

１
、
提
出
期
限
　
３
月
１６
日
（木
）
ま
で
、
各
区
長

宛
必
着

☆
各
区
長
は
１８
日
ま
で
に
総
務
部
長

へ
提
出

２
、
推
薦
書
　
推
薦
内
申
書
は
、
町
会
長
名
を
明

記
の
上
、
推
薦
す
る
方
の

「氏
名

・
住
所

・
推

薦
理
由
」
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
尚
、
書
式

（パ
ソ
コ
ン
入
力

・
手
書
き
）
や
、
用
紙

（
コ

ピ
ー
用
紙

。
便
箋
な
ど
）
は
自
由
で
す
。

以
下
の
記
載
例
を
参
考
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

★
表
彰
内
規
は

「浜
野
町
内
会

冊
子

１４
ぺ
‐
ジ
」

参
照

★
功
労
者
の
表
彰
に
つ
い
て
、
内
規
で
は

「新
年

の
賀
詞
交
歓
会
で
実
施
す
る
」
と
明
記
し
て
お

り
ま
す
が
、
賀
詞
交
歓
会
が
中
止
の
た
め
本
年

度
は
総
会
で
表
彰
す
る
予
定
で
す
。

Ｉ
、
２
０
２
３
年
度
、
各
町
会
役
員
及
び
他
組
織

役
員
の
選
出
、
並
び
に
、
役
員
名
簿
等
の
提
出

に
つ
い
て

（
総
務
部
）

２
０
２
２
年
度
の
町
内
会
活
動
は
、
３
月
３．
日

で
終
了
と
な
り
ま
す
。

４
月
１５
日
（土
）
開
催
予
定
の
定
期
総
会
の
承
認

を
得
て
、
２
０
２
３
年
度
の
町
内
会
活
動
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

各
町
会
で
は
、
本
日
以
降
３
月
下
旬
ま
で
に
必

ず
町
会
の
総
会

（書
面
開
催
合
む
）
を
開
催
し
、

２
０
２
３
年
度
の
町
会
の
各
役
員
の
選
出
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
各
町
会
で
選
出
し
て
頂
く
役
員

は
、
町
会
長
１
名

・
副
町
会
長
１
名
、
婦
人
部
員

と
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
員
は
と
も
に
２
名
以
上
、

青
年
部
員
は
選
出
可
能
な
町
会
で
選
任
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
青
年
部
員

。
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
員

に
つ
い
て
は
、
極
力
継
続
し
て
活
動
し
て
頂
け
る

よ
う
働
き
か
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

加
え
て
、
諏
訪
神
社
役
員
と
し
て
、
氏
子
代
表

１
名

・
祭
典
委
員
１
名
の
選
出
も
お
願
い
し
ま
す
。

尚
、
役
員
の
選
出
に
あ
た

つ
て
は
、
高
齢
者
世
帯

や
体
調
不
良
な
ど
様
々
な
事
情
で
辞
退
さ
れ
る
場

合
は
、
無
理
な
依
頼
は
せ
ず
先
送
り
や
受
け
て
頂

け
る
方
に
お
願
い
し
、
思
い
や
り
の
あ
る
対
応

・

相
互
扶
助
の
精
神
を
も

つ
て
選
出
頂
く
よ
う
、
宣

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

★
新
し
く
役
員
に
就
任
さ
れ
る
方
に
は
必
ず
承
諾

確
認
を
行

っ
て
く
だ
さ

い
。
連
絡
も
な
く
選
出

さ
れ
た
と
の
声
を
耳
に
す
る
場
合
が
あ
る
の
も

事
実
で
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
徹
底
し
て
く
だ

さ
い
。

１
、
新
役
員
名
簿
提
出
期
限
　
３
月
２８
日
（火
）
必

着
２
、
提
出
先
　
各
区
長
宛
て

☆
区
長
は
即
時
、
総
務
部
長
に
提
出

３
、
提
出
書
類

①

「
２
０
２
３
年
度

○
○
町
会

新
役
員
名
簿
」

②

「災
害
時
の
安
否
確
認
体
制
表
」
２
０
２
３

年
度
分

４
、
留
意
事
項

①

各
町
会
の
総
会

（
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
書
面
開

催
を
合
む
）
で
は
、

①

当
年
度
の
会
計
報
告

②

舗
装

。
工
事
等
の
要
望
事
項
に
関
す
る
未
解

決
案
件
の
確
認
、
そ
の
他
課
題
の
共
有

③

高
齢
者
見
守
り
対
象
者
の
再
確
認

④

次
年
度
の
役
員
選
出

⑤

災
害
時
の
安
否
確
認
体
制
表
の
確
認
並
び
に

更
新

★
現
町
会
長
が
作
成
し
提
出
す
る
と
と
も
に
、
次

年
度
の
町
会
長
に
は
必
ず
、
「デ
ー
タ
＆
用
紙
」

を
受
け
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

最
低
５
項
目
と
プ
ラ
ス
各
町
会
で
、
そ
の
他
重

要
な
書
類
等
の

「確
認

・
決
定

・
引
継
」
を
行

っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
総
会
終
了
後

「上
記
①

・

④

。
⑤

の
書
類
」
は
、
回
覧
方
式
で
は
な
く
会
員

各
世
帯
に
配
布
し
共
有
す
る
よ
う
に
お
願
い
致
し

ま
す
。

②

町
会
長
の
交
代
に
際
し
、
必
ず
、
懸
案
事
項

や
町
会
長
の
主
な
役
割

（昨
年
４
月
に
配
布
し

た

「
町
会
長
の
任
務
」
参
照
）
、

日
座
更
新
用

の
会
則

・
通
帳

。
現
金
の
他
、
総
会
資
料

一
式

や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー

・
備
品
な
ど
の
引
継
ぎ
を

実
施
頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。
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０

次
年
度
で
６
年
目
と
な
る

「高
齢
者
見
守
り
活
動
の
浜

野
町
の
具
体
的
取
組
」
の
中
で
グ
ル
ー
プ
長
に
よ
る

「ち
ょ

こ
っ
と
声
掛
け

。
見
守
り
運
動
」
が
継
続
し
て
推
進
で
き

る
よ
う
に

「見
守
り
対
象
者
表
」
の
受
け
渡
し
を
合
め
、

新
町
会
長
が
内
容
を
理
解
し
認
識
で
き
る
よ
う
引
継
ぎ
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

★
現
町
会
長
↓
新
町
会
長
に
必
ず
用
紙
、
又
は
デ
ー
タ
で
実

施

（各
町
会
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
デ
ー
タ
を
更
新
）

０

各
町
会
で
総
会
を
書
面
で
行
う
場
合
、
以
下
の
何
れ
か

で
実
施
頂
く
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。

★
（Ａ
Ｂ
Ｃ
の
対
応
例
）
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
）
資
料

一
式
を
町
会
員
に
配
布
し
、
書
面
で
議
案

（議

題
）
の
賛
否
を
集
約
し
て
、
決
議
す
る
。
（標
準
対
応
）

Ｂ
）
資
料

一
式
を
町
会
員
に
配
布
し
、
日
時
を
決
め
て
意

見

・
賛
否
を
求
め
、
″
連
絡
無
し
の
場
合
は
承
認
を
得
た

も

の
と
判
断
す
る
″
な
ど
と
そ
の
旨
を
明
記
す
る
。

（簡
易
対
応
）

Ｃ
）
資
料

一
式
を
町
会
員
に
配
布
し
、
日
時
を
決
め
て
電

話
等
で
直
接
賛
否
を
確
認
す
る
。

Ⅲ
、
２
０
２
３
年
度

「
浜
野
町
内
会
定
期
総
会
」
の
開
催
に

つ
い
て

（
総
務
部
）

１
、
日
時
　
４
月
１５
日
（土
）
１８
時
～

２
、
場
所
　
浜
野
会
館
　
大
ホ
ー
ル

★
但
し
書
面
開
催
の
場
合
も
あ
る
。

３
、
参
加
者
　
新

。
旧
の
町
会
長

（代
議
員
と
な
り
議
決
権

を
有
す
）
と
、
町
内
会
役
員

４
、
留
意
事
項

０

総
会
は
、
浜
野
町
内
会
の
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
な

ど
を
決
定
す
る
最
も
重
要
な
会
議
で
す
。
原
則
と
し
て
必

ず
参
加
く
だ
さ
い
。

②

２
０
２
３
年
度
総
会
は
、　
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
よ
り
書

面
開
催

・
書
面
決
議
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
ホ
ー

ル
６
０
名
は
摘
要
範
囲
の
為
、
実
施
予
定

５
、
「定
期
総
会
書
面
開
催
の
場
合
」
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
（現

時
点
で
の
想
定
）

①

４
月
１１
日
（予
定
）

「書
面
開
催
の
通
知
文
書
と
総
会

資
料

。
議
決
権
行
使
書
」
を
旧
区
長
経
由
で
旧
町
会
長

に
２
部
配
布
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
新
町
会
長

へ
の

配
布
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

４
月
１１
日
～
１３
日
　
新
旧
町
会
長
は
議
案
内
容
の
確
認

と
議
決
権
行
使
書
の
記
入

４
月
１
４
日
ま
で
に
旧
町
会
長
は
、
新
旧
町
会
長
の
議

決
権
行
使
書
２
枚
を
ま
と
め
て
封
筒
に
入
れ
、
旧
区
長

に
提
出

４
月
１
５
日
ま
で
に
議
決
権
行
使
書
を
旧
区
長
が
総
務

部
長
に
提
出

４
月
１５
日
か
１６
日
　
総
務
部
長
が
集
計
並
び
に
各
役
員

に
結
果
を
通
知
し
共
有

⑥

４
月
１６
日
（
予
定
）

議
案
の
賛
否
結
果
を
旧
区
長
経
由

で
旧
町
会
長
に
２
部
配
布
し
ま
す
の
で
、
新
町
会
長

ヘ

の
配
布
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（新
町
会
長

へ
は

「町

会
長
の
任
務
等
書
類

一
式
」
も
同
封
）

⑦

５
月
１
日
頃
　
５
月
町
内
会
報
に
総
会
資
料
を
掲
載
し
、

町
内
会
員
に
共
有

★

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
り
、
墨
日面
開
催

・
書
面
決
議
」

に
す
る
場
合
は
、
４
月
９
日
を
目
処
に
書
面
で
連
絡
致
し

ま
す
。
そ
れ
ま
で
は

「４
月
１５
日
１８
時
～
の
予
定
確
保
」

を
願
い
ま
す
。

本
日
の
会
議
内
容
は
、
定
期
総
会
の
開
催

（２
パ
タ
ー
ン

有
り
）
や
、
町
会
長
引
継
ぎ
に
関
す
る
受
渡
事
項
の
記
載

が
あ
り
ま
す
の
で
、
会
議
資
料
を
新
町
会
長

へ
お
届
け
下

さ
い
。

Ⅳ
、
「
セ
ー
フ
テ
イ
ー
ウ
オ
ツ
チ
ャ
ー
の
募
集
」
に
つ
い
て

（
生
活
環
境
部
）

小
学
校
通
学
路
の
要
所
で
は

「セ
ー
フ
テ
イ
ー
ウ
ォ
ッ
チ

ャ
ー
」
が
交
通
整
理
や
誘
導
を
行
い
、
児
童
の
登
下
校
時
に

交
通
事
故
や
事
件
か
ら
安
全
を
守
る
活
動
を
し
て
お
り
、
極

め
て
重
要
な
活
動
を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

様
々
な
理
由
に
よ
り
そ
の
役
割
を
担

っ
て
頂
け
る
方
の
人
数

が
減

っ
て
き
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

よ
っ
て
町
内
会
で
は
、
４
月
に
新
小
学
生
が
入
学
さ
れ
る

直
前
の
こ
の
時
期
に

「セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ヤ
ー
募
集
」

の
案
内
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
安
全
に
関
心
の

あ
る
方
、
小
学
校
に
通

っ
て
い
る
児
童
が
い
ら

つ
し
や
る
方
、

特
に
新
入
学
さ
れ
る
お
子
様
や
お
孫
さ
ん
が
い
る
世
帯
の

「パ
パ

。
マ
マ
。
お
じ
い
ち
や
ん

。
お
ば
あ
ち
や
ん
」
是
非

ご
協
力
賜
れ
ば
幸
い
で
す
。

★
広
報
掲
示
板
用
ポ
ス
タ
ー
も
配
布
し
ま
す

Ｖ
、
報
告

・
連
絡
並
び
に
、
ご
意
見

・
ご
要
望
タ
イ
ム

ー
、
町
会
員

（
一
般
会
員

・
賛
助
会
員
）
の
入
会
届
け
に
つ

い
て新

入
会
員
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
入
会
申
込
書

を
区
長
宛
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

後
日
、
新
入
会
員
用
の

「浜
野
町
内
会
冊
子

・
福
祉
防

災
マ
ッ
プ

。
市
民
便
利
帳
」
の
３
点
を
町
会
長
に
お
届
け

い
た
し
ま
す
の
で
、
新
入
会
員

へ
の
配
布
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

２
、
会
員
の
増
減
が
発
生
し
た
場
合
に
、
そ
の
都
度
各
区
長

に
提
出
す
る
書
類

　

（再
確
認
）

０

入
会

・
脱
会

。
世
帯
主
名
変
更
の
場
合

町
会
長
↓
区
長
↓
総
務
部
長

入
会
申
込
書

。
脱
会
届
け
書

。
世
帯
主
名
変
更
届
け
書

に
記
入
し
、
区
長
に
提
出

★
脱
会
の
場
合
必
ず
理
由
を
明
記
す
る

（町
会
長
確
認
＆
説

得

（別
添
１

・
２
）

②

災
害
時
の
安
否
確
認
体
制
表

町
会
長
↓
区
長
↓
総
務
部
長

災
害
時
の
安
否
確
認
体
制
表
を
更
新
し
、
区
長
に
提
出

③

独
居
高
齢
者
見
守
り
活
動
の
対
象
者
表

町
会
長
↓
区
長
↓
福
祉
部
長

①

減
の
場
合
、
独
居
高
齢
者
見
守
り
活
動
対
象
者
リ
ス
ト

を
手
書
き
修
正
し
区
長
に
提
出

②

あ
ら
た
に
対
象
と
な
る
場
合
は

「見
守
り
対
象
者
申
請

書
」
を
区
長
に
提
出

③

福
祉
部
長
が
デ
ー
タ
更
新
し
た
独
居
高
齢
者
見
守
り
活

動
の
対
象
者
表
を
町
会
長
に
送
付

福
祉
部
長
↓
区
長
↓
町
会
長

一
般
会
員
に
増
減
が
あ
っ
た
場
合
は
Ｏ
②
を
セ
ツ
ト
で
、

ま
た
当
該
者
が
高
齢
者
見
守
り
対
象
者
の
場
合
に
は
０

②
③
を
セ
ツ
ト
で
区
長
に
提
出
す
る
事
を
ご
承
知
お
き

下
さ
い
。

⑤  ④ ③  ②
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令和 5年 3月 号

生浜小学校・生浜西小学校の学校安全ボランティアの皆様には、登下校の児童を交通事故や事件から守

る上で、極めて重要な活動をして 頂いています。しかしながら、様々な理由によりその役割を担って頂

ける方の 人数が減つてきているのも事実です。また、生浜地区において引き続き不審者情報が多発する

など安全対策 が必要とされています。よってこの度、 学校安全ボランティア (セーフティーウオッチヤー)

を 募集いたします.地域の安全に関心のある方、小学校に通つている児童がいらっしゃる方、また特に4

月から新入学されるお子様やお孫さんがいる世帯の「パパ・ママ 。おじいちゃん 。おばあちゃん /」 是非々々

ご協力賜れば幸いに存じます。お気軽にご連絡下さい、お待ちしております。

《問合せ を含 め、連絡・ 申 し込 み先》

千葉市立生浜小学校 教頭先生  0432647200   千葉市立生浜西小学校 教頭先生 043-2640013
浜野町内会 会長   秋葉  武 0432639371   浜野町内会 副会長  松岡 義明 080-2008-2H6
浜野町内会 広報部長 秋葉 光重 090-8728-5916  浜野町内会 総務部長 大徒 通夫 090-1886-8216

のま|ま

④

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
員
の
退
任

①

対
象
者
が
い
た
場
合
、
日
頭
で
連
絡

町
会
長
↓
区
長
↓
副
町
内
会
長

②

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
中
止
届
を
本
人
送
付

副
町
内
会
長
↓
区
長
↓
町
会
長
↓
本
人

③

同
中
止
届
に
記
入
し
提
出

本
人
↓
町
会
長
↓
区
長
↓
副
町
内
会
長
↓
区
役
所

Ｑ

脱
会
時
の
町
内
会
費
の
対
応

★
入
会
の
場
合
は
月
割
り
で
請
求
す
る

①

返
金
が
必
要
か
否
か
を
本
人
（又
は
親
族
）
に
確
認
す
る

②

返
金
の
場
合
に
は
、
町
内
会
費
分

（ｌ
ヶ
月
３
５
０
円
）

を
町
会
長
が
算
出
し
、
町
内
会
に
返
金
請
求
す
る
。

町
会
長
↓
区
長
↓
会
計

（金
額
の
受
渡
し
は
逆
順
）

③

加
え
て
、
町
会
分
の
月
割
り
額
を
合
め
て
本
人
か
親
族

に
届
け
る
。

３
、
御
礼
並
び
に
依
頼
事
項

本
年
度
１
年
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
事

業
計
画
の
一
部
が
変
更

（自
粛
）
と
な
り
、
皆
様
に
は
何
か

と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
。
次
年
度
も
引
き
続
き
予

想
さ
せ
る
コ
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
活
動
を

模
索

・
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
に
感
謝

致
し
ま
す
と
共
に
、
今
後
も
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

様
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
皆
様
に
確
認
並
び
に
お
願
い
で
す
。

０

繰
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
各
町
会
で
総
会
を
開
催
し
確

認

。
決
議
や
共
有
や
意
見
交
換
を
実
施
し
、
会
員
の
皆
様

と
の
共
有
を
行
つ
て
く
だ
さ
い
。

②

各
町
会
で
は
３
月
末
で
役
員
体
制
が
変
更
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
引
継
ぎ

・
移
行
期
間
で
あ
る
４
月
中
旬
頃
ま

で
は
、
新
旧
町
会
長
で
引
継
ぎ
を
兼
ね
て
相
談
し
な
が
ら

共
同
で
対
応
頂
き
た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

③

各
町
会
で
の

「銀
行
日
座
の
町
会
長
名
変
更
」
に
関
し

て
は
、
４
月
以
降
に
各
町
会
の

「会
則
、
新
役
員
名
簿
、

本
人
確
認
書
類
、
印
鑑

（届
け
出
銀
行
印

。
本
人
認
印
ご

を
持
参
し
手
続
き
す
る
旨
を
新
町
会
長
へ
伝
え
、
必
要
で

あ
れ
ば
同
席
し
指
導
く
だ
さ
い
。

☆
会
則
は
、
昨
年
春
の
口
座
変
更
時
に
使
用
し
た
も
の
に
、

新
町
会
長
名

・
住
所
等
を
変
更
し
使
用
く
だ
さ
い
。
不
明

な
場
合
は

一
宮
会
計

・
総
務
大
徒
に
相
談
く
だ
さ
い
。

★
新
役
員
名
簿
は
３
月
中
に
作
成

。
提
出
す
る

「新
役
員
名

簿
」
を

コ
ピ
ー
し
使
用
す
る
。

４
、
連
絡

０

各
町
会
の
総
会
等
の
資
料
の
印
刷
に
つ
い
て

浜
野
会
館
で
は
１
枚
全
サ
イ
ズ
４
円
で
最
安
値
だ
と
思

い
ま
す
の
で
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ａ
４
サ
イ
ズ
２
枚
を
Ａ
３
印
刷
す
る
こ
と
で
２
分
の
１

の
枚
数
で
済
む
の
で
更
に
お
得
で
、
事
務
所
の
カ
ツ
タ
ー

で
切
断
で
き
ま
す
。

第
５
回
町
会
長
会
議
後
、
区
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
に
つ
い
て

１
、
以
下
に
つ
い
て
再
確
認
、
並
び
に
質
疑

０

新
年
度
役
員
名
簿
提
出
時
の
注
意
事
項

②

災
害
時
の
安
否
確
認
体
制
表
の
更
新
後
は
そ
の
都
度
、

各
区
長

へ
の
報
告

０

高
齢
者
見
守
り
活
動

「対
象
者
リ
ス
ト
」
の
引
継
ぎ
（現
町
会
長
↓
新
町
会
長

へ
）

④

会
員
に
移
動
が
あ

っ
た
場
合
は
各
種
届
出

（
入
会

・
脱
会

・
変
更
）を
即
時
区
長
に
提
出

Ｑ

新
町
会
長

へ
の
引
継
ぎ
等
に
つ
い
て

（町
会
長
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
の
受
渡
し
等
）

０

４
月
１５
日
ま
で
の
回
覧

・
報
告
等
は

「現
区
長
↓
現
町

会
長
」
を
原
則
と
し
ま
す
。

学校安全ボランテイア佗―ノテイ|■り大ッチ予|り を募集‐ ■|<毎″活動αttκ て|も結1構‐です>‐
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諏
訪
神
社
で
２
年
ぶ
り
の
「節
分
祭
」を
行
う
。

―
年
男

・
年
女
や
各
諸
団
体
長
等
に
よ
る
豆
ま
き
―

令
和
５
年
年
２
月
３
日
（金
）
１５
時

３０
分
～

「節
分
祭
」
が
浜
野
諏
訪
神
社

境
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
、
中
止
が
続
き
ま

し
た
が
、
行
動
制
限
も
緩
和
さ
れ
、
感

染
対
策
を
行
い
つ
つ
、
２
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
干
支
は

「兎
」
年
で
、
神
事

で
お
祓
い
受
け
た
年
男

・
年
女
や
各
諸

団
体
の
長
が
、
「鬼
は
外
」
。
「福
は
内
」

と
大
き
な
掛
け
声
で
豆
や
餅
を
ま
き
ま

し
た
。
神
社
の
境
内
は
福
を
求
め
集
ま
っ

た
子
供
や
大
人
の
方
々
が
大
勢
集
ま
り
、

久
々
に
賑
や
か
な
豆
ま
き
と
な
り
ま
し
た
。

生
浜
小
・
生
浜
西
小
学
校
６
年
生
の
「豆
ま
き
」
イ
ベ
ン
ト
行
う

浜
野
町
内
会
の
文
化
部
主
催
に
よ
る

「子
供
イ
ベ
ン
ト
」。

こ
ち
ら
は
３
年
ぶ
り
に
浜
野
町
在
住
の
小
学
校
６
年
生
が

「豆
ま
き
」
を
行
い
ま
し
た
。

生
浜
小
学
校
、
生
浜
西
小
学
校
の
６
年
生
と
両
校
の
校

長
先
生
も
元
気
に
豆
ま
き
を
行
い
、
卒
業
を
前
に

「豆
ま

き
」
の
思
い
で
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
、
日
本
の
風
習
が
大
人
に
な

っ
て
伝
え
ら

れ
れ
ば
良
い
と
の
思
い
で
浜
野
町
内
会
が
神
社
奉
賛
会
に

協
力
を
お
願
い
し
企
画
し
ま
し
た
。
子
供
達
は
元
気
が
よ

く

「鬼
は
外
」
「福
は
打
ち
」
と
大
き
な
掛
け
声
で
境
内

を
賑
や
か
し
て
く
れ
ま
し
た
。
６
年
生
の
子
供
達
は
卒
業

の
良
い
思
い
出
と
な
っ
た
事
で
し
ょ
う
。

諏
訪
神
社
で

「
二
の
午
」
祭
が
執
り

行
わ
れ
る

２
月
１７
日
（金
）
浜
野
諏
訪
神
社
に
て

「
二
の
午
」
祭
が
大
塚
宮
司
に
よ
り
、

浜
野
町
内
会

・
浜
野
東
町
内
会
長
や
有

志
に
よ
り
、
商
売
繁
盛
を
祈
念
し
神
事

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

感
染
し
な
一い

，
さ
・せ
な
い
。
　
　
　
　
　
一・
　

・

高
櫛
者
一
重
症
化
リ
ス
・ク
の
高
い

‐―方へ
思
い
や
‐りの
あ
る
、
マ
・ス
ク
着
用
を

１
月
２０
日
～
２
月
２０
日
ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
全
国

累
計
感
染
者
数
は
３
３
１
２
万
２
５
４
７
人

・
死
者
７
万
１
７
５
３
人
、

千
葉
県
は
１
４
４
万
９
９
０
５
人

・
死
者
３
７
８
６
人
、
千
葉
市
内
は
２

４
万
２
９
１
４
人
が
感
染
、
先
月
と
比
べ
る

と
月
６
４
５
２
人
か
ら
１
７
１
０
人
に
減
少
。

死
者
は
４
７
９
人
が
４
４
１
人
と
殆
ど
変
わ

ら
な
い
状
況
で
す
。

マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
で
す
が
、
厚
生

労
働
省
は
３
月
１３
日
以
降
、
「
マ
ス
ク
の
着

用
は
個
人
の
主
体
的
な
選
択
を
尊
重
し
、
着

用
は
個
人
の
判
断
に
委
ね
る
事
を
基
本
と
す

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
重
症
リ
ス
ク
の
高
い
方

へ
の
感

染
を
防
ぐ
た
め
、
医
療
施
設
、
高
齢
者
施
設
、

混
雑
し
た
場
所

へ
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

浜野町内会 「婦人部総会」のご案内
令和 5年度の婦人部総会について、旧婦人部の方には

4月 9日 (日 )と ご案内しましたが、下記の通 り変更とな

りました。

出席は各町会新・旧婦人部員の方々です。

日 時 :令和 5年 4月 16日 (日 )午前 10時～

場 所 :浜野会館ホール

議 題 :令和4年度活動報告及び会計決算報告

令和 5年度活動計画及び会計予算 (案 )

役員改選について (副部長 3名・会計 1名 )

その他

お願い ! 出席できない方は必ず同町会の方、

または婦人部長白井まで御連絡下さい。

(白 井 :043-261-5527)

六天神社の祭礼を行います。(3月 21日 (火))

春分の日の令和 5年 3月 21日 (火 )第六天神社の祭礼

を行います。第六天神の云われは、昔 (明治の初め頃)

近郷を襲つた「はや りやまい」の大流行が周辺の人々を

苦 しめた時に [第六天]の御利益が知られ、人々は、そ

の信仰によつて救われたと言われています。

以来、人々の健康をお守 りする氏神様 (風邪の神様 と

も言われる)と して地元ばかりで無

く、近郷の人々も講を作るなどして、

大勢の信者が参拝に訪れ、盛大で賑

やかなお祭 りであつたそうです。

3月 21日 (火 )の お祭 りには、皆

様お誘いあわせの上、御参言旨いただ

きますようご案内申し上げます。

第六天神 世話人一同

浜野町内会ホームページのQRコードです。
ホームページでは、町内会報、行事などの

お知らせ他、地域の情報なども掲載しています。

浜野跨線人道橋の補修工事 (町内会の要望工事)こ線

橋の腐食 。老朽のための補修、パネルの取替等町会の要

望による工事です。昨年千葉市による補修をおこないま

したが、今回は」R殿による内房線部分の補修です。

ご協力をお願いします。

「機材搬入 。跨線橋補修 。塗装工事」を実施 し

ます。

」R内房線 蘇我一浜野間

「浜野跨線橋こ線橋」

2023年 1月 から10月 12日 予定

昼間  8:30～ 17:30
夜間 23:30～ 翌朝 5:30
GW及びお盆期間中は実施しません。

長期間ですがご協力お願いします。

目  的

場  所

工事期間

時 間 帯

《お知 らせ》

工事のお知らせ

浜野町内会ホームページ
https i//wyw.chokal・ info/hamanocho/を 入力
yahooま たは、9oo91eよ り「浜野町内会」と入力検索
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